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概略

植物の防御応答に深く関与する植物ホルモンのひとつであるジャスモ
ン酸が、世界の重要作物であるイネの病害抵抗性においても重要である
ことが近年の研究によって明らかにされつつある。また、ジャスモン酸
シグナルが他の植物ホルモンに作用して病害抵抗性を発揮していること
が、近年の当研究室らの研究によって明らかにされた。今回、当研究室
発足後１０年間の研究によって明らかとなった、イネのジャスモン酸シ
グナルと他の植物ホルモンシグナルとの相互作用についての一部を紹介
したい。
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